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あり，すなわち日本版 CSA とは「提携関係」そのものであると理解してきた． 
だが日本では，「提携関係」と同様の取組であると主張する CSA がある一方で，「提
























































































見方がある．日本版 CSA には 3 つの系譜があり，この中で「提携関係」研究者が日本
































































ロジェクト」は，農地維持を目的とし，米のみの CSA であることを自称し，2005 年に

















































7 章「日本版 CSA モデルの課題と展開」では，以上の議論を基に「提携関係」モデ
ルの生産者・消費者関係との対比の中に整理した．日本版 CSA には次の 3 つの特徴が
ある． 





























































通の拡大に寄与したといえる．日本版 CSA は，1980 年代の専門流通事業体のなかにそ
の萌芽があった． 
日本版 CSA の展開は，原発事故以降の農林漁業復興を検討する上で，一層重要であ
る．食の信頼をめぐっては，「科学に基づく数値として示される安全か，それとも信頼
に基づく共感として示される安心か」がかつては重要な論点であった．あるいは，「関
係性マーケティング」の議論のように，関係性構築がそのまま経営戦略上，有効である
という主張もあった．しかし，本研究が確認したように，これらの論点は原発事故以後
の生産者・消費者関係の再構築を考察するうえでは十分ではない．信頼に基づく共感に
よってのみではこれまでの関係性を維持することはできないし，関係性構築が消費者の
獲得や取引関係の維持に直接的に結び付けられるものではないからだ．原発事故がもた
らした課題とは，いかにして地域の農林漁業復興と安全・安心を求める消費者の納得を
両立しうる妥協点を見いだすかである．日本版 CSA は，この妥協点の模索にあたるた
めのシンプルかつ強力な方法として改めて十分に意義をもつだろう．消費者が複数の取
引関係を並行して結ぶ関係性の積極的意義を提示したことは，本研究の成果である． 
 
